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地域での環境活動の実践 

Leader’s TOPICS 

 エネルギー部会（神奈川県地球温暖化防止活動推進員） 香川興勝 

 

❖はじめに 

今年で環境保全・環境学習活動をはじめてから丁度 15年

になる。ここで今までの活動をすこし振り返ってみたいと思

います。平成 15年、小田原市役所環境部主催の“エコアッ

プリーダー養成講座”に参加した。この講座で、日本は 2008

年～12 年の間に、1990年比で６％の温室効果ガスの排出

削減を義務づけられている（京都議定書）ことを知り、これ

をこれからの活動のテーマしようと決心した。講座後、修了

生 10 名と市職員１名で、“温暖化防止アクショングループ”

を結成した。グループは理論よりも実践活動を行うことを目

的としたが、当時地域では情報が少なく、具体的な活動内容

が見いだせないでいた。 

❖実践活動のための情報源 

そんな時、環境科学センターの“環境実践者養成講座”開

催を知り参加した。そこで、大気中の CO2 測定法、家庭の

消費電力削減法、アイドリングストップ、自然エネルギーの

利用促進など、実践すべき内容が明らかになり行動をはじめ

た。外に目を向けた活動の必要性を実感して次の“会”や講

座に入会・参加した。 

１（NPO）神奈川県環境学習リーダー会入会：エネルギー

部会、地域活動サポート部会 

２（NPO）アース・エコに入会：主として小学校での温暖

化防止、省エネ学習 

３（財）省エネルギーセンター・省エネ普及指導員養成講座

に参加 

４ 環境活動支援コーナー（エコ BOX）相談員 

これらの活動を通して、地球温暖化防止、省エネ・新エネ

ルギーや環境保全活動・環境学習活動の実践手法や、様々な

分野の人との交流ができ、活動の視野が大きく広がった。 

 

❖最近の環境保全活動、環境学習活動事例 

現在、地域貢献として 15 名の会員で次のような活動

を実施している。 

１ 神奈川県環境エネルギー学校派遣事業：地域の小学校 

対象 

２ 小田原市行政との協働：家庭への省エネナビの設置、 

市民団体での省エネ講座 COOL CHOICE、平成 29 

年度二酸化炭素排出抑制対策事業等補助金事業 

３ 企業への省エネ・自然エネルギーの普及促進活動：鈴 

廣蒲鉾（株）、小田原ガス（株）他 

４ おだわらスマートシテイプロジェクト参加：低公害 

車、再生可能エネルギーの普及促進プロジェクト：市 

内の事業者と市民で推進【下写真】                        

５ 森の木工クラフトを楽しもう！：小学生への自然学習

の大切さ・面白さ学習 

６ セミの抜け殻を調べよう！ そして考えよう地球温暖 

化：小田原城址公園で実施 

❖今後の活動  

 国、県や市との協力のもと、市民や高校生・大学生と

協働して、持続可能な社会形成のため地球温暖化の抑制

や自然環境と共生する社会の実現に取り組んでいく予定

です。当会会員の皆様、ご指導を宜しくお願いします。 
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